
女性の深夜・長時間労働が精神的および内分泌環境に及ぼす影響に関する
調査研究

̶夜間労働がストレス反応系内分泌機構に及ぼす影響̶
 
 愛媛労災病院
 産婦人科・働く女性メディカルセンター
 宮内文久

　[目的]　夜間働いている看護師やホステ
スにおける不規則な月経周期の出現率が
昼間勤務だけの教員や事務員よりも高い
こと、夜間勤務回数が増えるにつれ不規
則な月経周期の出現率が上昇することを
既に発表した。このことは夜間勤務が視
床下部・下垂体・卵巣系に影響を及ぼし
ていると考えられることから、夜間勤務
が視床下部・下垂体・卵巣系に及ぼす影
響を検証するとともに、視床下部・下垂
体・副腎皮質系、交感神経・副腎髄質系
に及ぼす影響も検討することとした。今
回は副腎皮質から分泌されるコルチゾー
ルや副腎髄質から分泌されるアドレナリ
ンなどのストレス系内分泌機構に夜間労
働が影響していることを検討することと
した。

　[方法]　(1) 研究計画に同意の得られた
20歳から 40歳までの規則的な月経周期
を有する看護師 77名を対象とした。昼間
勤務あるいは準夜勤務、深夜勤務の勤務
開始時と勤務終了時に採血し、メラトニ
ン、LH、プロラクチン、コルチゾール、
DHEA、ドーパミン、ノルアドレナリン、
アドレナリン、MHPG濃度を測定した。
また、勤務開始時から 24時間蓄尿し、ドー
パミン、ノルアドレナリン、アドレナリ

ンの一日排泄量を測定した。

　[結果]　(1) 血中メラトニン濃度は昼間
低く夜間上昇する日内リズムを示した。
血中メラトニン濃度は深夜勤務後に有意
に減少した。

(2) 血中 LH濃度は準夜勤務後にのみ有意
に減少した。
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(3) 血中プロラクチン濃度はいずれの勤務
後ででも有意に低下した。

(4) 血中コルチゾール濃度は昼間勤務と準
夜勤務後、深夜勤務後ともに低下した。
つまり労働によって血中コルチゾール濃

度は常に低下・減少した。

(5) なお、コルチゾールと同様に副腎皮質
ホルモンであるDHEA-S の血中濃度は勤
務の影響を受けなかった。

(6) ドパミンの血中濃度は深夜勤務で 16.3
±3.2 から 9.4±0.9 pg/ml へと有意に減少
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し、昼間勤務では 12.4±2.6 から 9.7±1.1 
pg/ml へと減少傾向を示した。

(7) ノルアドレナリンの血中濃度は深夜勤
務で 316.1±17.0 から 259.0±15.2 pg/ml
へとで有意に減少した。

(8) 一方、アドレナリンの血中濃度は昼間
勤務で 35.8±4.6 から 48.3± 7.1 pg/ml
へと有意に増加した。また、深夜勤務で
も 31.5±3.0 から 40.8± 5.0 pg/ml へと
有意に増加した。

(9) 血中 MHPG濃度もアドレナリン濃度
と同様に昼間勤務と深夜勤務後で上昇し
た。

3

0

1

2

3

4

5

6

7

昼間 準夜 深夜

MHPG

勤務前

勤務後対照

勤務後

ng/ml

勤務形態

※
※

0

50

100

150

200

250

300

350

400

昼間 準夜 深夜

Noradrenalin

勤務前

勤務後対照

勤務後

pg/ml

勤務形態

※

0

10

20

30

40

50

60

70

昼間 準夜 深夜

Adrenaline

勤務前

勤務後対照

勤務後

pg/ml

勤務形態

※

※

0

5

10

15

20

25

昼間 準夜 深夜

Dopamine

勤務前

勤務後対照

勤務後

pg/ml

勤務形態

※

独
立

行
政

法
人

 労
働

者
健

康
福

祉
機

構



(10) 尿中の 24時間排泄量は昼間勤務では
ドパミン、ノルアドレナリン、アドレナ
リンがそれぞれ 1186.6±364.4、98.2±
10.84、8.9±1.03 μ g であり、深夜勤務
ではそれぞれ 774.0±93.9、77.7±7.8、
7.6±1.1 μ g であり、ともに昼間勤務で
最も多く深夜勤務で最も少なく、準夜勤
務はその中間の値であった。

　　　尿中ドーパミン排泄量

　　　　

　　    尿中ノルアドレナリン排泄量

           尿中アドレナリン排泄量

　深夜勤務時には血中ドーパミン濃度と
血中ノルアドレナリン濃度が減少し、血
中アドレナリン濃度と血中MHPG濃度が
上昇することを観察した。また尿中排泄
量の変化からドパミンがノルアドレナリ
ンついでアドレナリンへと代謝される速
度が、深夜勤務において最も速く昼間勤
務において最も遅いとの観察結果を得た。

　[考察]　光刺激を受け睡眠覚醒のリズム
がくずれる夜間労働においては、血中メ
ラトニン濃度の変化に示されるように日
内リズムが影響を受けることを確認した。
また、夜間労働により内分泌環境の乱れ
が生じる可能性のあることが示唆され、
特に血中プロラクチン濃度、コルチゾー
ル濃度、アドレナリン濃度、MHPG濃度、
尿中ドーパミン排泄量が有効な指標と考
えられた。今回の観察結果より、深夜勤
務は昼間勤務に比較してアドレナリン系
分泌機構に強く影響を及ぼしていると考
えられ、労働者に及ぼす影響は昼間勤務
より深夜勤務の方がより多大であると推
測した。なお、通常のストレスに対する
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反応ではコルチゾール濃度が上昇すると
考えられているが、労働によるストレス
に対しては血中コルチゾール濃度の減少
を観察した。この結果は労働をホルモン
環境の変化から観察しようとする今回の
研究によってはじめて観察された結果で
あり、極めて有意義な結果と考える。

　[まとめ]　光刺激を受け睡眠覚醒のリズ
ムがくずれる夜間労働においては、内分
泌環境のみならず交感神経・副腎髄質系
の乱れが生じる可能性のあることが示唆
され、特に血中メラトニン濃度、血中プ
ロラクチン濃度、血中コルチゾール濃度
は極めて特徴的な変化を示した。また、
血中ドーパミン濃度、血中ノルアドレナ
リン濃度、血中アドレナリン濃度、尿中
ドーパミン排泄量などが労働がカテコー
ルアミン代謝系に及ぼす影響の有効な指
標と考えられた。
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